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今回の会議では、地域で活動する作業療法士の可能性がさらに広がっていることを感じられる時間となりました。
5歳児健診や学校領域、重層的支援など、新しい取り組みが次々と動き始めています。次回の会議では、モデル事業の
進捗や研修制度の詳細が共有される予定です。皆さんの地域での実践が、全国のOTの未来につながっていきます。

埼玉県作業療法士会 担当：平田

2026年7月10日、日本作業療法士協会は「第1回 地域事業支援会議」を開催し、各都道府県士会の選

任者および聴講者等あわせて160名を超える皆さまにご参加いただきました。本会議では、5歳児健診

や学校領域における作業療法士の活動可能性の広がり、人材育成の取り組みなどについて、情報共有

やアイデア交換を行う貴重な機会となりました。

グループワークでは 「*ブロック機能の発展」をテーマに、グループで意見交換を行いました。

若手育成の工夫、研修の共同開催、日常的な情報交換の仕組みづくり、学会での地域包括ケア枠の設置

など、さまざまなアイデアが出されました。*ブロック機能：全国47都道府県を6つの圏域に分け互助機能（相談、情報交

換）を構築。

グループワークで挙がった具体的な意見として・・・
・地域性の違いはあるが、研修内容に「面白み」を持たせることで参加者増加に繋がる可能性がある。
・「人材育成」という言葉が敷居を高くしているかもしれない。キャッチーなタイトルを考案する。
・近畿学会での地域包括ケアワークショップを展開し、士会同士の親睦が深まった事例紹介、etc.

5歳児健診・学校領域でのOT参画に向けた仕組みづくりが進展（地域社会振興部からの報告）

今年度の重点事業として、5歳児健診や学校領域における作業療法士（OT）の参画を推進す

るための仕組みづくりが紹介されました。各士会の市町村担当者（作業療法士）の配置率は約

80％に達しており、これまで高齢者分野で積み上げてきた体制を、発達・教育領域にも広げ

ていくモデル事業を大阪府士会・奈良県士会で進めていく予定です。

地域OT育成ワーキング
地域で活躍できるOTを育てるため
の新研修制度。研修は「わかる」

「できる」「広げる」の3段階構成
で、基礎と応用の二層構造に。下
半期後半から運用予定。参加しや

すい仕組みづくりも進行中！

士会マネジメント事業
3年をかけ作成してきた『士会
マネジメントQ&A』が完成しま
した。地域支援事業に参画する
具体案や、全国の士会から集め
た実例・資料が整理されてるの
できっと活動のヒントになるは
ずです！

市町村担当者配置事業
R7.9時点で配置率は 78.1%。
今年度の目標である 80% に向
けて、制度面でも追い風が吹い
ている今、士会との連携を進め
て達成を目指しましょう！

短期集中型サービス
参加促進事業

『短期集中予防サービス実践事
例集Vol.2』の作成に向け全国か
ら8つのカテゴリー（日常生活
動作、家事、趣味、移動、就労、
社会資源、口腔栄養）事例を募
集中！

Vol.1はこちら
Ver.1.2はこちら

https://www.jaot.or.jp/document/dl/f1d6efdeca536116858957753dde04f5/
https://www.jaot.or.jp/document/dl/f1d6efdeca536116858957753dde04f5/
https://www.jaot.or.jp/document/dl/f1d6efdeca536116858957753dde04f5/
https://www.jaot.or.jp/document/dl/89ccab2554bbd13301377282a75d2927/
https://www.jaot.or.jp/document/dl/89ccab2554bbd13301377282a75d2927/
https://www.jaot.or.jp/document/dl/89ccab2554bbd13301377282a75d2927/

	Slide 1

